
　ときは2012年 12月 18日～22日。師走の賑わいと

クリスマス前の陽気なイルミネーションに包まれた池袋の

芸術劇場にて藝術出版社主催の「2012  美術の祭典　心を

打つアート展」が開催されました。会場となったの5F展

示ギャラリーは、天井約4m、 総面積約 400平方メートル

のこの劇場最大の大ホール。1年半の改修工事を経て9月

1日にリニューアルオープンしたばかりのまばゆい白さを

放つ壁面に、全国から精選された100点近くの様々なジャ

ンル、絵画、彫塑、工芸、書、写真などの美術作品がズラ

リと並び、華やかで凛とした輝きを放ちました。

　東京芸術劇場は東京都の芸術文化施設の殿堂らしく、同

階の世界最大級のパイプオルガンを有するクラシック専用

頭とする1,000 人 近くの来場者があり、会場は「アート

の祭典」の名にふさわしい活況を呈しました。

　東日本大震災以降、藝術出版社は日本人の美術の力で被

災者を、そして全国、全世界に希望と勇気を発信する様々

なプロジェクトを提案してまいりました。本展にもまた、

当社の姿勢に共感、賛同してくださるアーティストの方々

が集結し、熱心な感想と温かい励ましをくださった来場者

の皆様との輪が、大きな生きる希望と勇気に満ちて拡がっ

た印象的な展覧会となりました。

心を打つ
アート展

2012 美術の祭典


